
Ⅱ．採用選考試験内容

31



32



 

 

  １ 提出書類  

 

    豊かな経験や、教員としての意欲、使命感を把握し評価するため、自己アピール等申告

書や勤務先等からの推薦書・人物証明書などの提出を求めるとともに、多くの県市がクラ

ブ活動、ボランティア活動、各種検定試験等の成績、得意分野・重点履修分野等について、

志願書や自己アピール等の提出書類への記載を求めている。 

○ 自己アピール等申告書……………………………………… ５０県市 

○ 勤務先所属長の推薦書・人物証明書  …………………… １０県市 

（社会人等一部の受験者のみとしている場合も含む） 

○ クラブ活動・部活動 ………………………………………… ６２県市 

○ ボランティア活動 …………………………………………… ６０県市 

○ 各種検定試験等の成績 …………………………………… ５３県市 

○ 得意分野・重点履修分野  ………………………………… ４４県市 

○ 教育実習の実施状況 ……………………………………… １７県市 

  

  ２ 筆記試験等の実施状況  

  

 ○ 筆記試験の内容・実施状況 

    筆記試験のうち、 

・ 一般教養は、５１県市（すべて一次で実施） 

・ 教職教養は、６４県市（一次で６３県市が実施） 

・ 専門教科は、６６県市（一次で６２県市が実施） 

・ 作   文は、７県市（一次で３県市が実施） 

・ 小 論 文は、４３県市（一次で１２県市、二次で３３県市（一次との重複あり）が実施） 

でそれぞれ行われているほか、一部の県市では、論述試験、学習指導案作成などが行わ

れている。 

 ○ 筆記試験の評価方法 

    筆記試験について、「一定の水準に達しているかどうかの判断のみに用い、一定点数以

上であれば得点差を考慮していない」とするのは２１県市、「得点差を選考材料として考慮

している」とするのは４７県市である。 

 ○ 適性検査の実施状況 

    適性検査を実施しているのは、５１県市（二次４６県市が実施）である。 

 ○ 小学校教諭の筆記試験における外国語活動に関する内容について 

    小学校教諭の筆記試験において、外国語活動が含まれている県市は３５県市。そのうち、

８県市は平成２３年度採用選考から開始している。 
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  ３ 実技試験の実施状況  

    実践的指導力等を見極めるため、実技試験は従来から各県市において各校種・教科等

で行われている。 

 ○ 小学校 

    小学校の受験者に対しては，６２県市（前年度６１県市）で何らかの実技試験が実施され

ており、水泳実技が５６県市（前年度５５県市）、水泳以外の体育実技が５４県市（前年度５

３県市）、音楽実技が５０県市（前年度４９県市）で実施されている。 

 ○ 中学校・高等学校 

    中学校及び高等学校の受験者に対しては、英語、保健体育、音楽、美術等を中心に、

中学校では６６県市（前年度６５県市）、高等学校では５５県市（前年度５５県市）で何らか

の実技試験が実施されている。 

    英語（英会話）の実技試験は、中学校で６４県市（前年度６３県市）、高等学校で５１県市

（前年度５３県市）が実施しており、一般英会話やリスニング、インタビューテスト等が行わ

れ、第１次試験と第２次試験の両方で実施する県市もある。 

    音楽の実技試験は、中学校で６６県市（前年度６４県市）、高等学校で４０県市（前年度 

４２県市）が実施し、主な内容はピアノ等の楽器演奏や伴奏しながらの歌唱となっている。 

    また、器具の操作を含めた実験観察等の理科の実技試験を実施している県市は、中学

校で１４県市（前年度１４県市）、高等学校で８県（前年度７県）である。 

 ○ 養護教諭 

    包帯法、人工呼吸、心肺蘇生法などの救急措置、保健指導、教育相談や体力テスト等

の実技試験が、３１県市（前年度２９県市）で行われている。 

 

  ４ 面接試験の実施状況  

    面接試験は従来から広く実施されており、平成２３年度においても、全６６県市（前年度６

５県市）において行われている。各県市とも、教員としてふさわしい資質や使命感、意欲、

適格性を評価するため、面接の回数、時間、方法、面接担当者の構成、面接内容等につ

いて、様々に工夫を凝らしている。 

    個人面接は全６６県市（前年度６５県市）、集団面接は５２県市（前年度５３県市）で行わ

れ、面接担当者は主に教育委員会事務局職員や現職の校長、教頭等であるが、加えて６

１県市（前年度６０県市）が民間企業の人事担当者、臨床心理士、保護者等の民間人等を

起用している。 

    面接内容は、自己ＰＲ（４５県市）、模擬授業（３３県市）、場面指導（２８県市）、教員とし

ての適格性を判断する質問（６４県市）、集団討論［テーマを指定したもの］（４５県市）が、

多くの県市で行われている。 
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  ５ 模擬授業・場面指導・指導案作成の実施状況  

    模擬授業（（例）面接官を児童生徒に見立てて授業や学級活動を数分間程度行わせる）や

場面指導（（例）生徒指導等の場面を設定し受験者に教員役として対応させる）等は、実践

的指導力を観察できる試験方法として近年その実施が増加しており、模擬授業は５２県市

（前年度５２県市）、場面指導は４１県市（前年度４２県市）、指導案作成は２３県市（前年

度２２県市）で実施されている。 
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１　提出書類

ク
ラ
ブ
活
動

、
部
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

外
国
居
住
・
海
外
留
学

各
種
検
定
試
験

教
育
実
習

介
護
等
体
験

得
意
分
野
・
重
点
履
修
分
野

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15  新潟県 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
29  奈良県 ○ ○
30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
32  島根県 ○ ○ ○
33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
35  山口県 ○ ○ 　 ○ ○
36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○
38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
44  大分県 ○ ○ ○ ○
45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他
　
※

提出書類に記載する
社会体験等の内容

最
終
卒
業
学
校

に
お
け
る
成
績
証
明
書

卒
業

（
見
込

）
証
明
書

県市名

自
己
ア
ピ
ー

ル

、

自
己
推
薦
・
評
価
・
申
告
書

健
康
診
断
書

教
員
免
許
状
の
写
し

又
は
取
得
見
込
証
明
書

勤
務
先
所
属
長
の
推
薦
書

（
人
物
証
明
書
含
む

）

最
終
卒
業
学
校
長
の
推
薦
書

（
人
物
証
明
書
含
む

）
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ク
ラ
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活
動

、
部
活
動

ボ
ラ
ン
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ィ
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動
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試
験

教
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・
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点
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そ
の
他
　
※

提出書類に記載する
社会体験等の内容

最
終
卒
業
学
校

に
お
け
る
成
績
証
明
書

卒
業

（
見
込

）
証
明
書

県市名

自
己
ア
ピ
ー

ル

、

自
己
推
薦
・
評
価
・
申
告
書

健
康
診
断
書

教
員
免
許
状
の
写
し

又
は
取
得
見
込
証
明
書

勤
務
先
所
属
長
の
推
薦
書

（
人
物
証
明
書
含
む

）

最
終
卒
業
学
校
長
の
推
薦
書

（
人
物
証
明
書
含
む

）

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 53 4 10 66 63 50 51 62 60 24 53 17 5 44

(36) (52) (4) (10) (65) (63) (49) (49) (61) (59) (22) (51) (16) (5) (43)

※その他

(注) 1　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

2　提出書類には、特別選考等受験者のみが提出を要するものも含む。

職歴・前歴に関する証明書、履歴書、欠格条項・国籍申告書、特別選考の受験資格を証明する資料（英語資格
証明書の写し、スポーツ・芸術の実績を証明する資料、青年海外協力隊等派遣活動の証明書、在職証明書、資
格証明書、身体障害者手帳の写し、博士号取得証明書等）等

合計
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２　筆記試験等の実施状況　（１)一般教養・教職教養

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高小 特支 養教 小計栄教
県市名

教職教養一般教養
中 高 養教特支 栄教中 計
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1
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2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

高小 特支 養教 小計栄教
県市名

教職教養一般教養
中 高 養教特支 栄教中 計

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 0 51 0 42 0 40 0 51 0 21 0 51 0 63 1 63 1 54 1 49 1 63 1 25 0 63 1

(50) (0) (50) (0) (42) (0) (39) (0) (50) (0) (20) (0) (50) (0) (62) (1) (62) (1) (54) (1) (48) (1) (62) (1) (23) (0) (62) (1)

※

(注)　

2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校
   教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

石川県は一般教養・教職教養・論文を統合し、総合教養として実施している。（その他に計上）

1　合計については、実施した県市の実数である。

(39) (50) (20) (50) (63) (63) (55) (49)

642151 42 51
合計

(50) (50) (42)

64

(63) (23) (63)

55 50 64 25 6451 40 51
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２（２）専門教科・作文

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　 ○ 　 　 　 　 　

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門教科
計小 中 高 特支

県市名
養教 栄教

作文
栄教小 中 高 特支 養教 計
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専門教科
計小 中 高 特支

県市名
養教 栄教

作文
栄教小 中 高 特支 養教 計

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ 　

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ 　 　

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 6 62 7 53 9 47 9 62 6 23 4 62 11 3 4 3 4 1 4 1 4 2 4 0 2 3 4

(62) (5) (62) (5) (54) (7) (47) (8) (62) (5) (22) (3) (62) (9) (2) (6) (2) (5) (2) (6) (1) (6) (2) (6) (0) (3) (3) (6)

(注)　

2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

1　合計については、実施した県市の実数である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校
   教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

66 52 66 726 66

(65)(52)(57)(65)

5766
合計

(65) (7) (9)(3)(8) (8)

557 2 76

(7)(24) (8)(65)
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２（３）小論文・その他

※1

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

考慮しない 考慮する
1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

4  宮城県 ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○

9  栃木県 ○ ○

10  群馬県 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ※ ※ ※ ※ ※ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○

19  山梨県 ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ 　 ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○

28  兵庫県 ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 ○

33  岡山県 ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○

44  大分県 ○ 　 ○

45  宮崎県 ○

46  鹿児島県 ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県市名

小論文
特支 養教

その他
栄教 計高

 適性検査
※2小 中

筆記試験の得点差の
選考上の取扱い
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※1
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1
次

2
次

1
次

2
次
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考慮しない 考慮する
1
次

2
次

3
次

県市名

小論文
特支 養教

その他
栄教 計高

 適性検査
※2小 中

筆記試験の得点差の
選考上の取扱い

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○

61  堺市 ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○

12 30 11 30 10 27 9 24 11 30 4 10 12 33 4 6 7 46 1
(12) (28) (11) (28) (10) (26) (9) (24) (11) (28) (4) (8) (12) (31) (4) (5) (9) (48) (1)

※

(注)　
2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。
3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校教諭
   の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

1　合計については、実施した県市の実数である。

※2 適性検査の内容
内田クレペリン検査、ＹＧ性格検査、MMPI　等

総合読解（埼玉県）、総合教養（一般教養・教職教養・論文を統合）（石川県）、論述試験（三重県、熊本県）、学習指
導案（鳥取県、広島県、高知県、広島市）、特別支援教育専門（山口県 ※特支受験者のみ）、学級経営・保健室経
営に関するレポート（浜松市）

※1 その他の内容

石川県は一般教養・教職教養・論文を統合し、総合教養として実施している。（その他に計上）

5140 3341 104337 14

(39)(40) (9)(42)

21 47

(20) (49)
(12)(39)(32)(36)

合計
40

4  筆記試験の得点差の選考上の取扱い欄の「考慮しない」とは、筆記試験の成績の評価に当たり一定の水準に
　達しているかどうかの判断のみに用い一定点数以上であれば得点差を考慮していないことを表し、「考慮する」
　とは、得点差を選考材料として考慮していることを表す。

(52)
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２（４）小学校教諭の筆記試験における外国語活動に関する内容

1  北海道 ○ 　 23年度採用選考から

2  青森県 ○

3  岩手県 ○

4  宮城県 ○ 13年度採用選考から

5  秋田県 ○

6  山形県 ○

7  福島県 ○ 19年度採用選考から

8  茨城県 ○ 　 23年度採用選考から

9  栃木県 ○

10  群馬県 ○ 　 23年度採用選考から

11  埼玉県 ○ 21年度採用選考から

12  千葉県 ○ 21年度採用選考から

13  東京都 ○ 22年度採用選考から

14  神奈川県 ○ 　 22年度採用選考から

15  新潟県 ○ 21年度採用選考から

16  富山県 ○ 　 23年度採用選考から

17  石川県 ○ 　 23年度採用選考から

18  福井県 ○ 21年度採用選考から

19  山梨県 ○

20  長野県 ○

21  岐阜県 ○ 22年度採用選考から

22  静岡県 ○

23  愛知県 ○

24  三重県 ○ 13年度採用選考から

25  滋賀県 ○

26  京都府 ○ 21年度採用選考から

27  大阪府 ○

28  兵庫県 ○

29  奈良県 ○

30  和歌山県 ○ 22年度採用選考から

31  鳥取県 ○

32  島根県 ○ 　 23年度採用選考から

33  岡山県 ○ 22年度採用選考から

34  広島県 ○

35  山口県 ○

36  徳島県 ○

37  香川県 ○

38  愛媛県 ○ 　 23年度採用選考から

39  高知県 ○

40  福岡県 ○

41  佐賀県 ○ 18年度採用選考から

42  長崎県 ○

43  熊本県 ○ 22年度採用選考から

44  大分県 ○

45  宮崎県 ○

46  鹿児島県 ○ 22年度採用選考から

47  沖縄県 ○ 22年度採用選考から

県市名 有 無 開始年度 内容

第1次検査の専門検査の中で実施

総合問題の一部として英語を出題。

学習指導要領から

日常英会話，学習指導要領

リスニングテスト

小学校教科教育法の一部

基本的な問題

クラスルーム・イングリッシュの理解

一般教養・教職専門試験において英語を出題

一斉放送によるヒアリングテスト

英語表現の説明・語句の組み合わせ選択

教職教養に出題

教職教養の中で小学校選択問題として出題

学習指導要領に準拠した簡単な会話

２３年度は学習指導要領の内容

英語リスニングテスト

小学校専門試験の内容に出題

学習指導要領、適語選択

小学校外国語活動に関する基礎知識

リスニングを含む筆記試験

小学校専門教科に英語の筆記試験を追加して実施

専門教科の中で実施

学習指導要領

小学校専門教科等の問題の中に英語の問題を追加
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県市名 有 無 開始年度 内容

48  札幌市 ○ 　 23年度採用選考から

49  仙台市 ○ 13年度採用選考から

50  さいたま市 ○ 22年度採用選考から

51  千葉市 ○ 21年度採用選考から

52  川崎市 ○ 　 22年度採用選考から

53  横浜市 ○ 　 22年度採用選考から

54  相模原市 ○ 22年度採用選考から

55  新潟市 ○ 21年度採用選考から

56  静岡市 ○

57  浜松市 ○

58  名古屋市 ○

59  京都市 ○ 21年度採用選考から

60  大阪市 ○

61  堺市 ○

62  神戸市 ○

63  岡山市 ○ 22年度採用選考から

64  広島市 ○

65  北九州市 ○

66  福岡市 ○ 22年度採用選考から

35 31

(23) (42)

(注)　

一般教養・教職専門試験において英語を出題

合計

英語活動

教職教養に出題

小学校学習指導要領における外国語活動に関わる内容につ
いて

総合問題の一部として英語を出題。

小学校専門試験（筆記）において実施

英語ヒアリング検査

一般教養・教職専門試験において英語を出題

一般教養・教職専門試験において英語を出題

下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

一般教養試験において英語問題を選択

学習指導要領、適語選択
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３　実技試験の実施状況　（１）小学校　

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
パソコン操作
／家庭科

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○

13  東京都

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ 　

18  福井県 ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○

23  愛知県

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ 特別活動

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ 国語

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語

32  島根県 ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

県市名
1
次

2
次

理科 音楽
図画
工作

水泳
水泳以外
の体育

外国語
活動

その他の教科実
技
実
施
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1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

県市名
1
次

2
次

理科 音楽
図画
工作

水泳
水泳以外
の体育

外国語
活動

その他の教科実
技
実
施

48  札幌市 ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○

52  川崎市

53  横浜市 ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○

57  浜松市

58  名古屋市 ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○

1 1 6 44 2 8 16 40 12 44 5 10

(1) (1) (6) (43) (2) (7) (16) (39) (12) (43) (4) (9)

※各教科の実施内容

理科

図画工作

水泳

外国語活動

(注)

実験（水溶液の加熱・性質の調べ方、加熱・水溶液・計量・電流（４つから１つを当日指定））、器具
操作（顕微鏡、気体検知管、電流計、加熱・水溶液・計量・電流（４つから１つを当日指定））

ピアノ演奏、ピアノ弾き歌い、リコーダー演奏、オルガン演奏、オルガン弾き歌い、歌唱、任意楽器
演奏、他（リズム打ち、歌唱共通教材の階名唱、自由演奏(楽器及び曲目自由、弾き歌いも可)）

デッサン、水彩、他（イメージ画、はり絵）

その他

水泳以外
の体育

音楽

マット、跳び箱、鉄棒、なわとび、陸上、ハードル、ダンス、ボール運動、球技（バスケットボール、バ
レーボール・バスケットボール・サッカーから２種目選択、ドリブル、キャッチボール、バスケットのパ
スとドリブルシュート、他（体つくり運動、器械体操、シャトルラン、体つくり運動の導入指導、表現
（創作ダンス）とリズムダンス（現代的なリズムのダンス）から選択、表現運動（模倣の運動）、鉄棒、
ラジオ体操、２０ｍシャトルラン）

リスニング、スピーチ、簡単な会話、他（簡単な表現テスト、英語による模擬授業、）

パソコン操作（Ｅｘｃｅｌによる表やグラフの作成）、家庭科（なみ縫い・本返し縫い・かがり縫い・ボタン
付けなど）、特別活動にかかわる実技（「楽しい運動や遊び・ゲームを紹介し合おう」というテーマ
で、子どもたちに楽しめる運動や遊び・ゲーム等を紹介する）、国語（中学年児童を対象に、読書に
ついて興味関心を持たせる話を３分間で話をする、書写（硬筆））

２５ｍ泳、５０ｍ泳、他（クロール25m＋平泳ぎ25m、潜水5m・平泳ぎ10m・クロール25m、クロール
12.5m・平泳12.5m、30メートル泳）、泳法自由、クロール、平泳ぎ、他（背泳、泳力調査の実施、けの
び）

2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

1　合計については、実施した県市の実数である。

4

1

(2)

3

合計

(53) (12) (5)(2) (49) (9) (55)

2 10

(3)

56 54 1450

62

(61)
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３（２）中学校

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語、社会、数学

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 書道

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語、社会、数学

22  静岡県 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ 国語、社会、数学

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

48  札幌市 ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

県市名

実
技
実
施

理科 美術
保健
体育

音楽 その他の教科

2
次

家庭 英語

1
次

技術
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1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

県市名

実
技
実
施

理科 美術
保健
体育

音楽 その他の教科

2
次

家庭 英語

1
次

技術

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ 　 ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 10 34 32 36 28 36 33 16 22 17 30 35 43

(4) (10) (34) (30) (38) (26) (37) (31) (17) (19) (20) (29) (35) (40)

※各教科の実施内容

美術

技術

家庭

その他

(注)

(65)
62 64

(37) (46) (63)

38

(6)

4

(64) (59)

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。

(4)

66 47

(65)

木工、金工、製図、製作、電気実習、パソコン操作、他（模擬授業、口頭試問、「技術とものづくり」についての
実技、「エネルギー変換に関する技術」に係る実技）

被服（裁縫）、調理、他（模擬授業、パソコン操作）

合計

3

2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

理科

音楽

実験（食塩水の蒸発乾固、水溶液の見分け方、回路組み立て及び機器の取り扱い、デンプンをろうとを使っ
てろ過する実験、質量と体積の測定、炭酸水素ナトリュームの加熱実験（水上置換）、力の大きさとばねのの
びの測定、上皿てんびん・メスシリンダー・電気分解装置を使った実験、顕微鏡・温度計を用いての観察実
験、植物の葉の気孔を観察するプレパラートの作成、水に電流を流して出てくる気体を調べる、回路の組み
立て、電流計測）、器具操作（顕微鏡操作の仕方、実験器具操作を取り入れた模擬授業、回路組み立て及び
機器の取り扱い、ろうと、ビーカー、ばねはかり、上皿天秤、メスシリンダー、温度計、顕微鏡等）、観察（火成
岩の見分け方、植物の茎のつくり、天気図の作成、顕微鏡を用いた観察、植物の葉の気孔を観察し役割を説
明する、火成岩と鉱物の見分け）、他（回路組み立て、固体密度の求め方、模擬授業、気象図の作成）

保健体育

ピアノ演奏、ピアノ弾き歌い、リコーダー演奏、歌唱、視唱、声楽、指揮、合唱指導、和楽器演奏（箏、三味
線、和太鼓・筝・三味線・篠笛・尺八から任意に一つ選択、任意の和楽器で任意の曲を演奏する）、任意楽器
演奏、他（新曲視奏、リズム打ち、模擬授業、伴奏付け、聴音、ギター、グループ活動、(1)声楽(2)管･弦･打楽
器から1つ（和楽器可）(3)教育楽器(ｸﾗｼｯｸｷﾞﾀｰ又はﾘｺｰﾀﾞｰ)のうち２つを選択しそれぞれ任意の1曲を独唱又
は独奏、聴音記譜）

英語
リスニング、スピーチ・プレゼンテーション、ディベート・ディスカッション、英語面接・インタビュー、他（スピーキ
ング、リーディング、資料の朗読、英会話、模擬授業、ＡＬＴとティームティーチング、ＡＬＴとの対話、短い英文
を読みその内容をもとに簡単な会話を行う、オーラルプレゼンテーション）

国語（書写（毛筆）、課題文の朗読、板書計画と実際の指導、模擬授業、作文）、書道（課題に基づき作品を
完成させる。）、社会（模擬授業、授業開き（オリエンテーション）の模擬）、数学（模擬授業、生徒作成の学習
プリントに関わる指導・助言）

デッサン、デザイン、スケッチ、水彩、立体造形、平面構成、彫塑、他（工作、模擬授業、「生徒に示す参考作
品」の製作（絵画・彫刻等））

14

1　合計については、実施した県市の実数である。

(14)

66

水泳、体操、陸上、ダンス、剣道、柔道、体つくり運動、器械運動（マット、鉄棒、倒立前転、側方倒立回転、前
転＋任意の技、跳び箱運動、伸膝前転、前方倒立回転跳び、平均台、マット運動の連続技）、球技（バレー
ボール、バスケットボール、サッカー、ハンドボール、ソフトボール、テニス、卓球、バトミントン、ラグビー、ソフ
トテニス）、他（泳力調査、柔道・剣道・ダンスから１種目、バドミントン、空手、沖縄の踊り、100ｍ走、なわと
び）

66

(2)

7

49



３（３）高等学校

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○
2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5  秋田県 ○ ○ ○
6  山形県 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○
7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8  茨城県 ○ ○ ○ ○ 　
9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福祉
13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○
14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
15  新潟県 ○ ○ ○ ○
16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国語/福祉
/看護

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
19  山梨県 ○ ○ 　 　 　
20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福祉
21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
25  滋賀県 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○
26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国語/工
業実習

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 情報
29  奈良県 ○ 　 ○ ○ 　 ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
国語/地歴
/数学/看
護

31  鳥取県 ○ ○ 　 　 　 　
32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
33  岡山県 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○
34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 情報
35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○
36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福祉
38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○
39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○
40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　
43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
45  宮崎県 ○ ○ 　 ○ ○
46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福祉
48  札幌市 ○ ○ ○ ○
49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
50  さいたま市

その他の教科商業 美術

県市名

理科実
技
実
施

家庭 農業
保健
体育

1
次

工業 英語音楽

2
次

書道
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1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

その他の教科商業 美術

県市名

理科実
技
実
施

家庭 農業
保健
体育

1
次

工業 英語音楽

2
次

書道

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福祉
52  川崎市
53  横浜市
54  相模原市
55  新潟市
56  静岡市
57  浜松市
58  名古屋市 ○ ○ ○ 　 ○
59  京都市 ○ ○ ○
60  大阪市 ○ ○ ○
61  堺市
62  神戸市
63  岡山市

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 情報

65  北九州市
66  福岡市 ○ ○ ○ ○

2 6 31 24 7 25 1 9 0 12 1 6 22 19 23 16 27 36 14 10
(2) (5) (32) (22) (9) (21) (1) (7) (0) (13) (2) (5) (24) (19) (24) (14) (29) (35) (10) (9)

※各教科の実施内容

家庭

商業

美術

(注)
2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。
3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。

1　合計については、実施した県市の実数である。

デッサン、デザイン、スケッチ、水彩、立体造形、平面構成、彫塑、他（自画像を描く、「生徒に示す参考作品」
の制作（絵画、彫刻等））

リスニング、スピーチ・プレゼンテーション、ディベート・ディスカッション、英語面接・インタビュー、他（スピーキ
ング、リーディング、資料の朗読、ＡＬＴとティームティーチング、ＡＬＴとの対話、短い英文を読みその内容をも
とに簡単な会話を行う、テーマを与えて英語で討論する）

音楽

英語

その他

国語（ディベート、課題文の朗読、模擬授業）、福祉（介護実技、１単位時間分の学習指導案の作成、臥床状
態の老人に対してのガイドヘルプ、介護に関する説明と実習・ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ、介護の基礎、）、中国語（リー
ディング、リスニング及び口頭試問）、情報（パソコン操作）、地歴（模擬授業）、数学（模擬授業）、看護（模擬
授業）

書道
臨書、創作、他（板書と範書による模擬授業、課題に基づき作品を完成させる、実用書（毛筆、硬筆）、漢字
かな交じりの書）

理科

保健体育

農業

工業

(21)

合計
(11)

10 78 53 12
(7)(13)

5
(13)

7

被服（裁縫）、調理

実験(混合物の分離・体細胞分裂の観察実験・岩石鑑定など、回路組み立て及び機器の取り扱い、化学（化
学反応と濃度）物理（電圧と電流）生物（葉の組織）、物理：波動実験、化学：水酸化鉄（Ⅲ）のコロイドを合
成、上皿てんびん・メスシリンダー・電気分解装置を使った実験、顕微鏡・温度計を用いての観察実験、物
理：電気回路における抵抗測定、生物：酵素の反応、電気回路の抵抗測定と考察）、器具操作（回路組み立
て及び機器の取り扱い、上皿天秤・メスシリンダー・温度計・顕微鏡等、化学：標準溶液の調製）、観察（顕微
鏡を用いた観察）、他（模擬授業）

水泳、体操、陸上、ダンス、剣道、柔道、体力つくり運動、器械体操（マット、鉄棒、跳び箱、伸膝前転・側方倒
立回転・倒立前転・前方倒立回転跳び、開脚前転、平均台、マット運動の連続技）、球技（バレーボール、バ
スケットボール、ハンドボール、サッカー、ラグビー、テニス、卓球、バトミントン、フットボール、ソフトテニス、ソ
フトボール）、他（なわとび）

1251
(7) (42)

40
(53)

36

鑑定、他（栽培管理に関する実習、生物工学に係る基礎実験、農業土木製図に関すること、農業情報処理、
野菜の播種、農業実習の基礎基本）

製図、計測、電気、パソコン操作、他（電子回路の製作、デザイン：アイデアスケッチ及び想定デザイン、陶
芸：粘土による立体物の製作、模型製作、旋盤、木工）

情報処理、計算実務、パソコン操作、他（模擬授業）

ピアノ演奏、ピアノ弾き歌い、リコーダー演奏、歌唱、視唱、声楽、指揮、合唱指導、和楽器演奏（箏、和太鼓
などから１つ選択）、任意楽器演奏、他（旋律聴音、聴音、リズム視奏、専攻実技（任意の楽器又は声楽）、ピ
アノを使用した模擬授業、伴奏付け、グループ活動、新曲視奏、(1)声楽(2)管･弦･打楽器から1つ（和楽器可）
(3)教育楽器(ｸﾗｼｯｸｷﾞﾀｰ又はﾘｺｰﾀﾞｰ)のうち２つを選択しそれぞれ任意の1曲を独唱又は独奏、任意選択（ピ
アノ、声楽、管弦打楽器から１つ選択）、聴音記譜、三線の弾き歌い、和音聴音、伴奏付け）

21
(16)

55

(55)
(52) (30) (8) (35)

32
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３（４）養護教諭

1
次

2
次

包
帯
法

人
工
呼
吸

心
肺
蘇
生
法

そ
の
他
救
急
措
置

保
健
指
導

教
育
相
談

そ
の
他

1  北海道
2  青森県
3  岩手県 ○ ○ ○
4  宮城県

5  秋田県 ○ ○
鼻血の止血、捻挫・
骨折の応急処置

○ ○
カウンセリングの行
い方

6  山形県 ○ ○ 　 　
7  福島県
8  茨城県
9  栃木県
10  群馬県 ○ ○ けがの手当 ○
11  埼玉県 ○ ○ ロールプレイ ○ ロールプレイ 　
12  千葉県
13  東京都
14  神奈川県
15  新潟県 ○ ○ ○ 児童・生徒対応
16  富山県
17  石川県 ○ ○ ○ 止血法 　
18  福井県
19  山梨県
20  長野県

21  岐阜県 ○ ○
保健室に来室した生
徒への適切な手当
や状況把握の様子

○

22  静岡県 ○ ○
三角巾を使用したけ
がへの処置

23  愛知県
24  三重県 ○ ○ ○
25  滋賀県 ○ 　 　 ○ けが ○ ○
26  京都府 ○ ○ ○ ○ 視力検査、聴力検査
27  大阪府

28  兵庫県 ○ ○ ○
問診、触診、視診な
ど

○

29  奈良県
30  和歌山県 ○ ○ ○
31  鳥取県 ○ ○ 　

32  島根県 ○ ○ 　

33  岡山県

34  広島県 ○ ○ ○
ふらつき，座りこんだ
生徒への対応

　

35  山口県 ○ ○
救急法等養護に関
する実技

36  徳島県
37  香川県
38  愛媛県 ○ ○ ○ ○
39  高知県
40  福岡県 ○ ○ 　 ○ 　

県市名

保健等

体
力
テ
ス
ト
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1
次

2
次

包
帯
法

人
工
呼
吸

心
肺
蘇
生
法

そ
の
他
救
急
措
置

保
健
指
導

教
育
相
談

そ
の
他

県市名

保健等

体
力
テ
ス
ト

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○
42  長崎県 ○ ○ ○ 悩みの相談 ○ 応急措置
43  熊本県
44  大分県 ○ ○ 　 ○ けがの手当
45  宮崎県 ○ ○ ○
46  鹿児島県
47  沖縄県
48  札幌市
49  仙台市
50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ 気道異物除去 ○
51  千葉市
52  川崎市
53  横浜市
54  相模原市
55  新潟市 ○ ○ 児童・生徒対応 　
56  静岡市 ○ ○
57  浜松市 ○ ○
58  名古屋市 ○ ○ 応急手当 ○ カウンセリング
59  京都市
60  大阪市
61  堺市
62  神戸市 ○ ○ ○
63  岡山市

64  広島市 ○ ○ ○
ふらつき，座りこんだ
生徒への対応

　

65  北九州市
66  福岡市

9 22
(9) (20)

(注)
2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

３（５）教科以外

　※教科以外に各試験区分の受験者全員に実施しているもの

パソコン操作

体力テスト

体力テスト(反復横跳び、シャトルラン、ハンドボール投げ、長座体前屈)

1　合計については、実施した県市の実数である。

(12) (3)(11) (6) (12)

表計算ソフト（エクセル）の操作

(4)

 福井県（小・中・高・特別支援・養教）

 秋田県（小・特別支援学校）

(2) (8)

合計

(29)
31

15 34 3216 146
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４　面接試験の実施状況

　（１）　１次・２次試験における個人面接・集団面接の実施状況（小・中・高・特支）

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

4  宮城県 ◎ ◎ ◎

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

12  千葉県 ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ◎ ◎ ◎

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○

18  福井県 ◎ ◎ ◎ ◎

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

21  岐阜県 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

22  静岡県 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○ 　

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ◎ ◎ ◎ ◎

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○

個人 集団

面接

特支             区分

　　 県市名

小 中 高

個人 集団 個人 集団 個人 集団
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1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

個人 集団

面接

特支             区分

　　 県市名

小 中 高

個人 集団 個人 集団 個人 集団

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ◎ ◎ ◎

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

64  広島市 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ◎ ◎ ○ ○ ◎

12 62 1 31 30 1 11 62 1 32 30 1 7 54 1 29 26 1 9 48 1 24 25 1

(12) (61) (1) (32) (30) (1) (11) (61) (1) (33) (30) (1) (7) (54) (1) (30) (26) (1) (9) (48) (1) (24) (25) (1)

(注)

3　○は面接を1回、◎は2回以上実施したことを表す。

2  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校教諭
  の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

1  合計については、実施した県市の実数である。（　）内の数字は、前年度の数値である。

(57) (46) (52) (43)(65) (52) (65) (52)

57 45 52 4266 51 66 51
合計

55



４（１）１次・２次試験における個人面接・集団面接の実施状況（養教・栄教）

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

4  宮城県 ◎ ◎ ◎ ◎

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ◎ ○ ◎ ◎ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

12  千葉県 ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ◎ ◎

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○

18  福井県 ◎ ◎ ◎

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

21  岐阜県 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎

22  静岡県 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ◎ ○ ◎ ◎ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ 　

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ◎ ◎ ◎

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○

個人 集団

栄教

3
次

2
次

個人 集団
1
次

個人 集団
             区分

　　 県市名

面接

計養教
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1
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2
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3
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1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

個人 集団

栄教

3
次

2
次

個人 集団
1
次

個人 集団
             区分

　　 県市名

面接

計養教

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ◎ ◎ ◎ ◎

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64  広島市 ◎ ○ ◎ ◎ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ◎ ○ ◎ ◎ ○

11 62 1 32 30 1 3 24 0 16 11 0 43 63 1 12 62 1 33 31 1

(11) (61) (1) (33) (30) (1) (2) (23) (0) (16) (10) (0) (43) (62) (1) (12) (61) (1) (34) (31) (1)

(注)

26

(24)

22

(21)

1  合計については、実施した県市の実数である。（　）内の数字は、前年度の数値である。

2  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校
  教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

3　○は面接を1回、◎は2回以上実施したことを表す。

66

(65)

51

(52)

52

(65) (65) (53)

66 66
合計
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４（２）　面接時間・面接担当者数等
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次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ 2 3 6
2  青森県 ○ ○ 3 3 8
3  岩手県 ○ ○ ○ 5 6 6
4  宮城県 　 ○ 2
5  秋田県 ○ ○ ○ 3 3 4 5 4
6  山形県 ○ ○ 3 2 5
7  福島県 　 ○ ○ ○ ○ 　 3 2 3 9 7
8  茨城県 ○ ○ 3 3 8
9  栃木県 ○ ○ ○ 4 3 4 9 10
10  群馬県 ○ ○ 2 5 6
11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ 3 2 3 5 5
12  千葉県 ○ 3
13  東京都 ○ ○ 3 3 5
14  神奈川県 ○ 3
15  新潟県 ○ 4
16  富山県 ○ ○ 3 3 8
17  石川県 ○ 3
18  福井県 ○ 4
19  山梨県 ○ ○ 4 3 7
20  長野県 ○ ○ 4 3 9
21  岐阜県 ○ ○ ○ 5 3 4 7 7
22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 3 3 7
23  愛知県 ○ ○ ○ 3 3 3 5 8
24  三重県 ○ ○ ○ 3 3 3 8 6
25  滋賀県 ○ ○ ○ 5 3 6
26  京都府 ○ ○ ○ ○ 2 2 2 2 3 4
27  大阪府 ○ ○ 3 2 6
28  兵庫県 ○ ○ 3 3 8
29  奈良県 ○ ○ 3 3 7
30  和歌山県 ○ ○ 3 3
31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ 3 3 3 3 5
32  島根県 ○ ○ 2 3 5
33  岡山県 ○ ○ ○ 2 3 5 6 6
34  広島県 ○ ○ 3 3 7
35  山口県 ○ ○ ○ 3 3 4 6
36  徳島県 ○ ○ 5 3 8
37  香川県 ○ ○ ○ ○ 8 3 7
38  愛媛県 ○ ○ 4 4 7
39  高知県 　 ○ ○ 　 3 4 　 　
40  福岡県 ○ ○ 3 2 7
41  佐賀県 ○ 4
42  長崎県 ○ ○ 5 4 7
43  熊本県 　 ○ ○ 4 2 6
44  大分県 ○ ○ 4 4 7
45  宮崎県 ○ ○ ○ 　 2 4 4 4
46  鹿児島県 ○ ○ ○ 7 2 4 8 8
47  沖縄県 ○ 3

受験者数

１
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ル
ー

プ
当
た
り

受
験
者
数

（
平
均

）

集団

20分
未満

20～
40分

40～
60分

60分
以上
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個人 集団

１
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ー

プ
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た
り

面
接
担
当
者
数

（
平
均

）

　　　　　　区分

　　　県市名

10分
未満

10～
20分

20分
以上

面接時間

個人 集団

１
名
当
た
り

面
接
担
当
者
数

（
平
均

）
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20～
40分

40～
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60分
以上

面接担当者数

個人 集団

１
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ル
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担
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数

（
平
均

）

　　　　　　区分

　　　県市名

10分
未満

10～
20分

20分
以上

面接時間

個人 集団

１
名
当
た
り

面
接
担
当
者
数

（
平
均

）

48  札幌市 ○ ○ 2 3 6
49  仙台市 　 ○ 2
50  さいたま市 ○ ○ 2 3 6
51  千葉市 ○ 3
52  川崎市 ○ ○ 3 3 10
53  横浜市 　 ○ ○ 2 3 9
54  相模原市 ○ 3
55  新潟市 ○ ○ ○ 2 4 2 7
56  静岡市 ○ ○ 3 3
57  浜松市 ○ ○ ○ 3 6 4 6
58  名古屋市 ○ ○ ○ 2 2 2 8 4
59  京都市 ○ ○ 2 4 11
60  大阪市 ○ ○ 3 2 6
61  堺市 ○ ○ 3 3 5
62  神戸市 ○ ○ 5 3 11
63  岡山市 ○ ○ ○ 2 3 5 6 6
64  広島市 ○ ○ 3 3 7
65  北九州市 ○ ○ 3 2 4
66  福岡市 　 ○ ○ 5 2 6

5 1 0 5 18 0 3 47 1 1 0 0 22 6 0 11 22 1 0 8 0
(5) (1) (0) (6) (23) (0) (2) (42) (1) (1) (0) (0) (22) (5) (0) (12) (20) (1) (0) (10) (0)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校

 教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

(1) (23) (30) (10)

316 8
合計

(6) (27) (45)

2315021
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４（３）　面接担当者（民間人等以外）
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1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○

3  岩手県 ○

4  宮城県 ○

5  秋田県 ○

6  山形県 ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○

8  茨城県
9  栃木県
10  群馬県 ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○

12  千葉県 ○

13  東京都 ○ ○

14  神奈川県 ○

15  新潟県 ○

16  富山県 ○ ○

17  石川県 ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○

28  兵庫県 ○ ○

29  奈良県 ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ 　 ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○

33  岡山県 ○ ○

34  広島県 ○ ○

35  山口県 　 ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○

37  香川県 ○ ○

38  愛媛県 ○ ○

39  高知県 ○ ○

40  福岡県 ○ ○

41  佐賀県 ○

42  長崎県 ○

43  熊本県 ○ ○

44  大分県
45  宮崎県 ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県

　　　　　　区分

　　　県市名

市町村教育長

面接担当者
民間人等以外

個人

教育委員
（民間出身）

集団

教育委員
（教員出身）

集団 個人 集団 個人

校長又は教頭

個人 集団
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1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

　　　　　　区分

　　　県市名

市町村教育長

面接担当者
民間人等以外

個人

教育委員
（民間出身）

集団

教育委員
（教員出身）

集団 個人 集団 個人

校長又は教頭

個人 集団

48  札幌市 ○ ○

49  仙台市 ○

50  さいたま市 ○ ○

51  千葉市 ○

52  川崎市 　 ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○

54  相模原市 ○

55  新潟市
56  静岡市 ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○

59  京都市
60  大阪市 ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○

62  神戸市 ○

63  岡山市 ○ ○

64  広島市 ○ ○

65  北九州市
66  福岡市 ○ ○

1 9 0 1 3 0 1 9 0 1 1 0 1 10 0 1 3 0 9 46 0 26 24 0
(1) (9) (0) (1) (4) (0) (1) (9) (0) (1) (1) (0) (1) (10) (0) (1) (4) (0) (9) (43) (0) (26) (24) (0)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

(12) (11) (13)

(10) (5) (9) (2) (39)

(54)

合計
49
(4) (46)

2 10
(10)

49 394

5611 1311

10
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４（３）　面接担当者（民間人等以外）

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

6  山形県 ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○

15  新潟県 ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○

18  福井県 ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ 　

20  長野県 ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ 　 ○ 　

23  愛知県 ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ 　 　 ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○ 　

40  福岡県 ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○

44  大分県 　 ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ 　

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○

民間人等以外

　　　　　　区分

　　　県市名

面接担当者

個人個人 集団個人 集団 個人

教育委員会
事務局

（教育職）
一般行政職員 その他 ※

教育委員会
事務局

（行政職）

集団 集団
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1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

民間人等以外

　　　　　　区分

　　　県市名

面接担当者

個人個人 集団個人 集団 個人

教育委員会
事務局

（教育職）
一般行政職員 その他 ※

教育委員会
事務局

（行政職）

集団 集団

48  札幌市 ○ ○

49  仙台市 ○

50  さいたま市
51  千葉市 ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 　 　

58  名古屋市 ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ 　

11 55 0 25 29 0 7 42 1 20 23 1 1 5 1 0 2 1 1 6 0 6 5 0
(11) (54) (1) (26) (28) (0) (8) (42) (1) (19) (24) (1) (1) (4) (1) (1) (3) (1) (2) (6) (0) (7) (7) (0)

※その他

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。
2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

13

66

(9) (15)

(58)

(53)(61)

(46) (47) (38)

46 3
(13)(6)(5)(6)

47

7

10
合計

5462

3858

教員OB（青森県）、主幹教諭（埼玉県、静岡市）、養護教諭・栄養教諭（岐阜県）、教諭（愛知県、横浜市、静岡
市）、市町村教育委員会事務局（大阪府）、校長経験者（鹿児島県）、市町村教育委員会人事担当課長（神奈
川県、相模原市）、教育長（鹿児島県）、市町村教育長（北海道）、退職校長（岩手県）、保育園副園長（鳥取
県）、元教育委員・前公民館長（鹿児島県）
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４（４）　面接担当者（民間人等）

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○
2  青森県 ○ ○ ○
3  岩手県 ○ ○ ○
4  宮城県 ○ ○
5  秋田県
6  山形県 ○ ○
7  福島県 ○ ○
8  茨城県 ○ ○
9  栃木県 ○ ○
10  群馬県 ○ ○
11  埼玉県 ○ ○
12  千葉県 ○
13  東京都 ○ ○ ○ ○
14  神奈川県 ○
15  新潟県 ○ ○
16  富山県 ○ ○
17  石川県 ○
18  福井県 ○
19  山梨県 ○ ○
20  長野県 ○ ○
21  岐阜県 ○ ○ ○
22  静岡県 ○ ○ ○
23  愛知県 ○ ○
24  三重県
25  滋賀県 ○ ○
26  京都府 ○
27  大阪府 ○
28  兵庫県 ○ ○
29  奈良県 ○ ○
30  和歌山県 ○ ○
31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○
32  島根県 ○
33  岡山県 ○
34  広島県 ○ ○
35  山口県 ○ ○
36  徳島県 ○ ○ ○ ○
37  香川県 ○
38  愛媛県 ○ ○ ○
39  高知県 ○ 　 ○ 　
40  福岡県 ○
41  佐賀県 ○
42  長崎県 ○ ○
43  熊本県 ○ ○
44  大分県 ○ ○ ○
45  宮崎県 ○ ○ ○
46  鹿児島県 ○
47  沖縄県 　 ○

　　　　　　区分

　　　県市名

民間企業
人事担当者

経営者

集団 個人 集団個人 集団 個人

臨床心理士
スクール

カウンセラー

個人 集団

面接担当者
民間人等
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1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

　　　　　　区分

　　　県市名

民間企業
人事担当者

経営者

集団 個人 集団個人 集団 個人

臨床心理士
スクール

カウンセラー

個人 集団

面接担当者
民間人等

48  札幌市 ○
49  仙台市 ○ ○
50  さいたま市
51  千葉市 ○
52  川崎市
53  横浜市
54  相模原市 ○
55  新潟市 ○ ○
56  静岡市
57  浜松市
58  名古屋市 ○ ○
59  京都市 ○
60  大阪市
61  堺市
62  神戸市 ○ ○ ○
63  岡山市 ○
64  広島市 ○ ○
65  北九州市 ○
66  福岡市 ○ ○ ○

2 31 0 3 13 1 1 19 1 3 4 0 0 8 0 3 8 0 0 6 0 2 5 1
(1) (31) (0) (3) (13) (1) (0) (19) (1) (3) (4) (0) (0) (8) (0) (3) (8) (0) (0) (5) (0) (2) (3) (1)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。
2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

(18) (11)

(20) (7) (8) (11) (5) (6)

18 13

6 7
合計

21 717
(32) (17)

(46) (25)

46 26

1133 8
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４（４）　面接担当者（民間人等）

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○
2  青森県 ○
3  岩手県 ○ ○ ○
4  宮城県 ○
5  秋田県
6  山形県 ○ ○ ○
7  福島県 ○ ○
8  茨城県 ○
9  栃木県 ○ ○ ○ ○
10  群馬県 ○
11  埼玉県 ○ ○
12  千葉県 ○
13  東京都 ○ ○
14  神奈川県 ○ ○
15  新潟県 ○
16  富山県 ○ ○
17  石川県 ○ ○
18  福井県 ○
19  山梨県 ○
20  長野県 ○ ○
21  岐阜県 ○ ○
22  静岡県 ○ ○ ○
23  愛知県 ○ ○ ○
24  三重県
25  滋賀県 ○ ○
26  京都府 ○
27  大阪府 ○
28  兵庫県 ○
29  奈良県 ○
30  和歌山県 ○ ○ ○
31  鳥取県 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
32  島根県 ○ ○
33  岡山県 ○ ○
34  広島県 ○
35  山口県 ○ ○
36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○
37  香川県 ○ ○
38  愛媛県 ○ ○ ○
39  高知県 ○ 　 ○ 　 　
40  福岡県 ○
41  佐賀県 ○ ○ ○
42  長崎県 ○ ○ ○
43  熊本県 ○ ○
44  大分県 ○ ○ ○ ○
45  宮崎県 ○ ○ ○
46  鹿児島県 ○ ○ ○
47  沖縄県 ○

民間人等計保護者

個人 集団 集団個人 集団

その他 ※

個人

面接担当者
民間人等

　　　　　　区分

　　　県市名
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1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

民間人等計保護者

個人 集団 集団個人 集団

その他 ※

個人

面接担当者
民間人等

　　　　　　区分

　　　県市名

48  札幌市 ○ ○
49  仙台市 ○
50  さいたま市 ○ ○
51  千葉市 ○
52  川崎市 ○ ○
53  横浜市 ○ ○
54  相模原市 ○ ○
55  新潟市 ○
56  静岡市
57  浜松市 　 ○ ○ ○ ○
58  名古屋市 ○
59  京都市 ○ ○ ○
60  大阪市
61  堺市
62  神戸市 ○ ○
63  岡山市 ○ ○
64  広島市 ○
65  北九州市 ○ ○
66  福岡市 ○

1 12 0 6 10 0 2 10 1 2 3 1 3 43 1 8 21 1
(1) (12) (0) (7) (11) (0) (2) (8) (1) (2) (2) (1) (3) (42) (1) (9) (21) (1)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。
2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

※その他
看護協会専務理事（石川県）、市PTA連絡協議会員（浜松市）、学校評議員（長野県、鳥取県、愛媛県）、医師（徳島
県）、弁護士（和歌山県、徳島県）、人権擁護関係者（岩手県）、補導専門官・医師（山形県）、元教育委員（徳島県、鹿
児島県）、精神科医（香川県）、ＰＴＡ役員（愛媛県）、幼稚園長、公民館長（佐賀県、鹿児島県）、元新聞社編集局長
（北九州市）、会社役員・前PTA会長（鳥取県）、市ＰＴＡ連絡協議会委員（浜松市）、ボーイスカウト・ガールスカウト・地
域女性会・おやじの会などの青少年育成団体（京都市）、保健師（大分県）、ＰＴＡ関係者（大分県）

(13) (18) (11) (4)

29 15
(29) (14) (60)

47 28
(45) (29)

13

61

13 16
合計

5
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４（５）　面接内容

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○

2  青森県 ○ ○

3  岩手県 ○ ○

4  宮城県 ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○

10  群馬県 ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○

15  新潟県 ○

16  富山県 ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○

18  福井県 ○

19  山梨県 ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ 　 ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○

25  滋賀県 　 ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○

28  兵庫県 ○

29  奈良県 ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ 　

40  福岡県 ○ ○

41  佐賀県 ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○

47  沖縄県 ○ ○

面接内容

個人 個人 集団集団

自
由
テ
ー

マ

集
団
討
論

指
定
テ
ー

マ

意
見
発
表

個人

　　　　　　区分

　　　県市名

集
団
活
動

自
己
Ｐ
Ｒ

志
望
動
機

・
理
由

自
由
テ
ー

マ

意
見
発
表

個人

指
定
テ
ー

マ

集
団
討
論

集団

68



1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

面接内容

個人 個人 集団集団

自
由
テ
ー

マ

集
団
討
論

指
定
テ
ー

マ

意
見
発
表

個人

　　　　　　区分

　　　県市名

集
団
活
動

自
己
Ｐ
Ｒ

志
望
動
機

・
理
由

自
由
テ
ー

マ

意
見
発
表

個人

指
定
テ
ー

マ

集
団
討
論

集団

48  札幌市 ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○

50  さいたま市 ○

51  千葉市 ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○

54  相模原市 ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 　 ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○

6 40 1 11 59 1 0 0 0 1 0 0 1 5 0 22 25 1 0 2 0
(5) (40) (1) (11) (58) (1) (0) (0) (0) (1) (0) (0) (1) (4) (0) (21) (25) (1) (0) (2) (0)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。
2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

合計

(45) (64) (0)

10
(44) (2)(1) (4)

5 245 65 45
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４（５）　面接内容

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○

4  宮城県 ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ 　 ○ ○ ○ ○

12  千葉県 　 ○ ○

13  東京都 ○ ○

14  神奈川県 ○

15  新潟県 ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○

17  石川県 ○ ○

18  福井県 ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ 　

25  滋賀県 ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ 　

29  奈良県 ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ 　

33  岡山県 ○ ○

34  広島県 ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○

38  愛媛県 ○ ○

39  高知県 ○ 　 ○ ○ ○ 　

40  福岡県 ○ ○

41  佐賀県 ○ 　 ○

42  長崎県 ○ ○

43  熊本県 ○ ○

44  大分県 ○

45  宮崎県 ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○

面接内容

集団 個人 集団

指
導
案
作
成

個人 個人 集団集団

模
擬
授
業

　　　　　　区分

　　　県市名

場
面
指
導

個人

そ
の
他
 

※

集団個人

適
格
性
判
断
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1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

面接内容

集団 個人 集団

指
導
案
作
成

個人 個人 集団集団

模
擬
授
業

　　　　　　区分

　　　県市名

場
面
指
導

個人

そ
の
他
 

※

集団個人

適
格
性
判
断

48  札幌市 ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○

50  さいたま市 ○ ○

51  千葉市 　 ○ ○

52  川崎市 ○ 　 ○ 　

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ 　

60  大阪市 ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○

64  広島市 ○ ○

65  北九州市 ○ ○

66  福岡市 ○ ○

3 26 0 0 5 0 0 1 0 0 1 0 3 25 0 1 2 0 8 60 1 20 10 0 2 15 0 5 5 0
(3) (23) (0) (0) (5) (0) (0) (2) (0) (0) (1) (0) (3) (27) (0) (1) (3) (0) (8) (59) (1) (20) (9) (0) (1) (14) (0) (7) (5) (0)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。
2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

※その他の面接内容

秋田県 【2次個人】ロールプレイ（特別支援教育）

埼玉県 【1次集団】自己アピール

【2次個人】教科の専門分野に関する質問

(63) (21)

(63) (26)(29) (4) (15) (11)(2) (1)

(31)

(26) (5)

11

33 202 28 64
(3) (31)

北海道・札幌市

【2次個人】英語による簡単なスピーチ（自己紹介等）

青森県 【2次個人】英語での簡易な自己紹介

95

【2次個人】生徒指導について、教育実習の自己評価・成果・感想
【2次集団】討議終了後、各受検者から２分間でまとめや感想を述べさせる。

29 64 2727 3 16合計

【1次集団】自己PR、スピーチ

愛知県

滋賀県 【1次集団】教職に対する意欲
【2次個人】子どもとの体験レポート（６００字）を課し、面接時にその内容について質問する
　　　　　　　中高の英語受験者に対して、英語により質問する

京都市 【1次個人】志願書の内容から，本市志願の理由やこれまでの経験を生かした指導・学級経営など

千葉県・千葉市 【2次個人】人事管理上必要とする事項，企業及び一般行政の人事管理の視点において考査する事項

鹿児島県

広島県・広島市

大阪府

【2次個人】広島県・広島市の教育の重点施策について（「ことばの教育」，「キャリア教育」，「食育」等）

横浜市 【2次集団】模擬授業や教育に関する質問

山口県 【1次個人】評価の視点を実施要項にて公表：人間性、人権意識、倫理観、積極性、判断力、表現力等
【2次個人】評価の視点を実施要項にて公表：教育的愛情、教育に対する識見・情熱・意欲、指導力、積極性、
　　　　　　　協調性、適格性、創造力、判断力、理解力、表現力等
【2次集団】評価の視点を実施要項にて公表：教育的愛情、教育に対する識見・情熱・意欲、指導力、積極性、
　　　　　　　協調性、適格性、創造力、判断力、理解力、表現力等

川崎市 【2次個人】本市を志望する理由。

【１次集団】理想の教師像。大学時代に関心を持って取り組んだこと。特技。部活動の経験等。

福島県

京都府 【1次集団】面接官からの質問形式（本人の資質、学習指導、教育時事問題など幅広く質問）
【2次個人】該当校種・教科等に関する専門性を問う質問
【2次集団】模擬授業の後、授業内容に関する個人面接（12分間）を実施
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５　模擬授業・場面指導・指導案作成の実施状況　（１）　模擬授業・場面指導

計 計

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　区分

　県市名

模擬授業 場面指導

高 特支栄教養教小 中 高 特支 小 中 養教 栄教
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計 計

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

　　　　　区分

　県市名

模擬授業 場面指導

高 特支栄教養教小 中 高 特支 小 中 養教 栄教

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 46 3 48 1 41 2 33 2 25 1 12 3 49 3 26 3 25 2 21 2 24 4 38 1 14 4 39
(3) (45) (3) (47) (1) (42) (2) (34) (2) (25) (1) (10) (3) (49) (3) (28) (3) (27) (2) (20) (2) (23) (4) (39) (1) (11) (4) (40)

(注)

(21)(36)

13
(27)

2728 22
(41)

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校
  教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

1　合計については、実施した県市の実数である。

(52)

52
(29)(43)(50) (42)

41

2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

模擬授業の具体例… ・与えられた課題について指定時間内で授業を実施する。
・作成した指導案の一部について模擬授業を実施し，授業後に試験官から質疑を行う。
・指定した教科・単元の授業（１０分間）を行う。
・面接委員が児童生徒役。テーマに基づく授業を行う。
・６人程度のグループで、１人が担任役となり当日示されたテーマで授業を行う。他の受験者は児
童・生徒役となる。これを繰り返し実施する。
・保健活動、健康相談活動について構想し、発表。その後質疑。

場面指導の具体例… ・面接試験の中で、保護者からの苦情対応など
・学校教育活動における様々な場面・課題を設定し、他の受験者の前で模擬指導を行う。
・絵本の読み聞かせ
・いじめへの対応、生徒指導対応
・様々な場面を設定し、児童生徒への指導や、保護者への対応の仕方などをみる。

合計

(11)

4251
(24)(30)(48)

273549 4025
(11)

14
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５（２）　指導案作成

計

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○

2  青森県

3  岩手県

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県

7  福島県 ○ ○ ○

8  茨城県

9  栃木県 ○ ○ ○

10  群馬県

11  埼玉県 ○ ○

12  千葉県 ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県

16  富山県

17  石川県

18  福井県

19  山梨県

20  長野県

21  岐阜県

22  静岡県

23  愛知県

24  三重県

25  滋賀県

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県

29  奈良県

30  和歌山県 　 　 　

31  鳥取県 ○ ○

32  島根県

33  岡山県

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県

36  徳島県

37  香川県

38  愛媛県

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県

41  佐賀県

42  長崎県

43  熊本県

44  大分県

45  宮崎県

46  鹿児島県

47  沖縄県

指導案作成

特支 養教中小 栄教高
　　　　　区分

　県市名
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計

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

指導案作成

特支 養教中小 栄教高
　　　　　区分

　県市名

48  札幌市 ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○

51  千葉市 ○ ○

52  川崎市

53  横浜市

54  相模原市 ○ ○ ○ ○

55  新潟市

56  静岡市

57  浜松市

58  名古屋市

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市

61  堺市

62  神戸市

63  岡山市

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 11 2 14 4 14 2 11 0 12 0 6 4 19
(2) (9) (2) (13) (4) (14) (2) (10) (0) (8) (0) (4) (4) (18)

(注)

2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

 

16

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校
  教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

236
(22)

13
(4)

指導案作成の具体例… ・模擬授業前に示された課題内容により約60分で指導案を作成する。
・単元名、目標、学習内容、評価等について作成する。
・模擬授業の１単位時間の指導案を作成。
・場面指導の指導案として，試験当日，30分間で作成。

1　合計については、実施した県市の実数である。

(15)(11)

合計
121318
(8)(11)(18)

75



76


	採用選考試験内容
	１提出書類
	２　筆記試験等の実施状況（１）一般教養・教職教養
	１（２）専門教科・作文
	２（３）小論文・その他
	２（４）小学校教諭の筆記試験における外国語活動に関する内容
	３実技試験の実施状況（１）小学校
	３（２）中学校

	３（３）高等学校

	３（４）養護学校
	３（5）教科以外
	４面接試験の実施状況（１）１次２次試験における個人面接・集団面接の実施状況
	４（２）面接時間・面接担当者数等
	４（３）面接担当者（民間人等以外）
	４（４）面接担当者（民間人等）
	４（５）面接内容
	模擬授業・場面指導・指導案作成




